
履歴書            2012 年   9月   9日現在 

ふりがな              ただ  （すえまつ）                       よしこ                     

氏  名 

多田（旧姓 末松） 佳子 
出身地 

埼玉県 

年齢 

 （満 ３０歳） 

※ 

男 ・ ○女  

参加した NICEボランティア 分野 

国際ワークキャンプ・週末ワークキャ

ンプ等 

主に教育 
満足度 

場所  

（国・市町村まで記入） 
タイ・ソンクラー、ドイツ・マールブルク、日本・渋谷 100％ 

受け入れ団体  

タイ、ドイツ、日本 NICE 

活動のやりがい度 

100％ 

 
年齢 経歴 

18 歳 東京学芸大学国際理解教育課程多言語多文化専攻 入学 

19 歳 
国際ワークキャンプ（タイ）参加。帰国後、SSP（Sister School Project=姉妹学級）立ち

上げメンバーとして姉妹学級交流をスタート。 

20 歳 国際ワークキャンプ（ドイツ）参加。SSP は交流校を増やして活動を継続。 

21 歳 
国際ワークキャンプ（渋谷）参加。渋谷児童会館の週末ワークキャンプにも数回参加。SSP

も継続。 

22 歳 イギリス サセックス大学へ留学（1年間）。帰国後、SSP で TV会議による交流を実現。 

23 歳 富士通株式会社 入社 SSPは週末に参加出来るよう、児童養護施設での活動をスタート。 

28 歳 SSP、念願の直接交流を実現。バングラデシュから２人の子どもを日本に招へい。 

29 歳 SSP、児童養護施設での活動を終了し、小学校交流に一本化。土曜日に授業を継続。 

30 歳 
結婚。仕事も家庭も SSP も、バランスとって満喫中！SSP は 9 月に TV 会議交流を実現。ま

だまだ盛り上がります！ 

趣味・特技 読書、マラソン。フルマラソンは 3時間 50分で走ります！ 

座右の銘 僕の前に道はない 僕の後ろに道は出来る 

参加までの旅行経験・ボランティア経験 

高校 2年、修学旅行で中国の高校と姉妹交流を経験。高校 3年、アメリカに 1週間交換留学。 

記入上の注意 １：鉛筆以外の黒または青の筆記具で記入。２：数字はアラビア数字で、文字はくずさず正確に書く。 

３：※印のところは、該当するものを○で囲む。 

こんなボランティアでした 

タイ：現地の４，５歳位の子ども達相手に、ゲームをしながら英語を学ぶワークの企画、実施まで。 

ドイツ：公園の整備。遊具の修理、ゴミの撤去等。 

日本：各国からのボランティアと一緒に各国の遊びを企画し、児童館で子ども達と遊ぶ。 

 
 

 
 

    
     

  
  
  



 

志望動機 

高校生の時、「卒業生の今」という記事で、フィリピンでボランティアをした経験を綴った先輩の記事を読 

んだことがきっかけ。元々外国の文化や人に興味を持ち、より理解したいと思っていたため、この記事を 

読んだことで「現地の人や文化を理解するためには、現地の人と一緒に汗を流し、衣食住を共にすること 

ことが一番！ワーキャンに行こう！」と思ったことがきっかけ。 

 
 

行くまでに心配だったこと（どう乗り越えたか） 

一人で海外を旅したことがない上に、英語が通じない地域へ、しかもローカル線を乗り継いで連絡が取れ 

るか不明な田舎へ行く、という状況だったため、目的地に安全に且つきちんと辿り着けるか不安だった。 

NICEの職員さんや経験者、ネットで出来る限り情報を集めたこと、そして最後は「なんとかなる、なんと 

かする」という気合いで乗り越えた。 
 

家族・友人・学校・職場の反応（私はこうやって説得した！） 

父親は常に大反対だった。毎回参加前にはどのような場所でどのようなワークなのか、安全面はどのよう 

な体制でケアするのか（緊急連絡先等）なぜ行きたいのか、を文章にまとめて説明することでどうにか 

説得した。 
 

ワークキャンプとその後の人生（進路決定、参加経験が役立っていること等） 

ワークキャンプは、準備段階から活動中、帰宅する迄常に自分で調べ、考え、意見し、動くことが求めら 

れた。そして、自分で動けば動くほどワクワクが増す活動だった。私自身、参加前までは比較的受け身で 

物事を進めていたが、参加することにより、自分も自分の力で想いを形に出来るんだという自信、そして 

形にすることで周りの人に笑顔が生まれることの喜びへのやみつき感を味わうことが出来た。ワークキャ 

ンプ参加後、NICEのあじぼねというミーティングから生まれた SSP（姉妹学級プロジェクト）の活動継続、 

他のボランティアへの参加、就職等、積極的に自分がしたいことに取り組み、大事な仲間も経験も積み重 

ねることが出来ているが、原動力は常に、ワークキャンプで培われた小さな自信と、ワクワクを創るやみ 

つき感。それを教えてくれたワークキャンプに大感謝！ 
 

成長ダイアグラム ※ これから参加を考えている人へ、熱いメッセージを♪ 

 １）実務的

な知識・ス

 

４）進路・目標 

５）社会への考

えや価値観 

２）人・社会と

やっていく力 
６）その後の人

生に活きた人脈 

３）自分でやっ

ていける力 

1 
2 

3 
4 

5 

 

参加してみようかどうしようか、そう思っているな

ら、参加して下さい！ 

その一歩を踏み出すと、自分がどう考えてどう動い

て、どうコミュニケーションを取るかが大事なワーク

キャンプによって新しい自分を発見し、次の一歩を踏

み出すきっかけを得ることが出来ます。そのきっかけ

をどう活かして次の一歩を歩んでいくかはあなた次

第。まずは一歩。そして自分にとって最高のゴールを

目指していって下さい！ 

※成長ダイアグラム（５＝とても得るものがあった・良くなった。４＝まあまあ得るものがあった・良くなった。３＝前と変わらなかった。影響なし。２＝前よりもや

や劣るようになった・悪くなった。１＝前よりもずっと劣るようになった・悪くなった。） 


